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ＴＥＬＯＰ

ＡＳＩＡ

　

■ベトナム２倍、新工場棟
朝日インテック（ 日７面）

　

■海上コンテナの位置情報一元化
国交省（ 日２面）

　

■原発賠償制度整備の協力に合意
ベトナム／経産相（時事 日２面）

　

■住商、印で特殊鋼２次加工
現地メーカーと合弁（ 日３面）

　

■「一番搾り」韓国向け拡大
キリンビール（ 日９面）

　

■「ギャラクシーノート 　発売
サムスン電子（時事 日３面）

　

■ミャンマーでドル建て送金業務
三井住友銀行（ 日 面）

　

■ＡＳＥＡＮ拠点を再編
ＳＢＳ／統括体制整備（ 日 面）

　

■インドネシアに２子会社
椿本チエイン（ 日６面）

　

■日本ブランドの複合店
　シンガポール／アパレルウェブ（ 日 面）
　

■郵船ロジ、バングラデシュ現法
アパレル物流（ 日 面）

　

■日中韓でＦＴＡ協議
事務レベル協議（ 日２面）

　

■三菱商事、ミャンマー事務所
首都ネピドー（ 日３面）

　

■日生、印企業に出資
資産運用収益取り込む（ 日 面）

　

■インドネシアの銀行と提携
武蔵野銀行（ 日 面）

　

■ミャンマーで廃棄物発電を調査
ＪＦＥエンジニアリング（ 日６面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　韓国も調達基地
　「調達では中国に目を
向けるが韓国も調達基地
として可能性は大きい。
国策で中小の部材企業を
本気で育てようとしてい

る」と三菱電機韓国社長の玉井毅さん。
７月に資材調達新会社が発足。韓国から
の調達は年約 億円。「直接調達で量
を拡大したい」。 （ 日 ８面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　いずれインドネシアに

　「いずれはインドネシ
アに進出したい」と、ニ
ッパツ社長の玉村和己さ
ん。東南アジアでも魅力
的な地域。「将来、輸出

拠点として成長すれば面白い」とも。シ
ート、ねじなどに可能性が広がる。生産
拠点の設置を視野に調査、「２年をめど
に結論を出したい」。 （ 日 ５面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　日本研修を楽しみにしている

　「海外拠点の現地従業
員はみんな勤続 年の日
本研修を楽しみにしてい
る。今年はベトナムから
も来た」とうれしそうな

のは、フジタ社長の上田卓司さん。「実
際に会って、日本流のゼネコンの仕事に
魅力を感じてもらっているのが分かっ
た」と得意満面。 （ 日 面）

　

□８月 日（月）　□
　

■富士通テン、インドネシア新社
カーオーディオ／車用電子制御機器

　

　富士通テンは、インドネシアに全額出
資の製造子会社と、 ％出資の合弁販社
を 月設立する。カーオーディオ関連製
品とエンジンやエアバッグの制御に使う
自動車用電子制御機器を製販。（６面）
　

□８月 日（火）　□
　

■シートベルト部品の新工場
　カツヤマファインテック／インドネシア
　

　カツヤマファインテックは、 年を
めどに、インドネシアにシートベルト部
品の工場を稼働する。シートベルトの位
置を調節・固定する樹脂製と金属製の部
品などを年間約 万台分。 （５面）
　

□８月 日（水）　□
　

■鳥インフル、ワクチン野外検証
インドネシア／生物資源研

　

　生物資源研究所は、インドネシア・ボ
ゴール農業大学と鳥インフルエンザワク
チンの開発に関する覚書に調印。ワクチ
ンと消毒剤を、ウイルス流行地であるイ
ンドネシアで野外検証する。 （１面）
　

■ＭＲＪ、ベトナムで提案
経産相／国営航空 機検討

　

　ベトナムを訪問している枝野幸男経済
産業相は、閣僚会談で小型ジェット旅客
機「三菱リージョナルジェット」の導入
を働きかける。国営のベトナム航空が約
機の導入を検討。 （１面）

　

□８月 日（木）　□
　

■住友電工、ＦＰＣ増産
アジア３工場に 億円投資

　

　住友電気工業は、約 億円を投じ中
国、フィリピン、ベトナムでフレキシブ
ルプリント基板（ＦＰＣ）の生産体制を
９月までに増強する。スマートフォン向
けの需要増に対応。 （６面）
　

□８月 日（金）　□
　

■出光興産、ベトナムで潤滑油
年２万

　

　出光興産は、ベトナムに潤滑油の製造
販売子会社を設立した。 年に同国内
での販売量を年 から２万 に
伸ばし、売上高で 万 （約 億
万円）を目指す。 （３面）
　

■東京応化、韓国に合弁
フォトレジスト／サムスン向け

　

　東京応化工業は、韓国サムスン物産と
韓国・仁川市にフォトレジストを製造販
売する合弁会社「ＴＯＫ尖端材料」を設
立する。サムスン電子がけん引する半導
体市場に一層食い込む。 （３面）
　

■ディスコ、マレーシア拡張
加工検証施設を新設

　

　ディスコは、マレーシアの事業所を拡
張移転した。床面積は約 倍。半導体
切断・研磨装置の販売、保守、技術サポ
ートを手がけてきたが、加工検証施設を
新設、顧客の課題に早期に対応。 ６面
　

■インドネシアで２輪販売金融
丸紅／現地大手に経営参画

　

　丸紅は、インドネシアのＣＴグループ
傘下の大手２輪車販売金融会社のＰＴメ
ガセントラルファイナンスの株式 ％を
取得、経営に参画する。将来はベトナム
やフィリピンなどでも展開。 （９面）
　

□８月 日（月）　□
　

■田淵電機、ベトナム生産性３倍
高周波トランス生産自動化

　

　田淵電機は、ベトナム工場で高周波ト
ランス生産の自動化に 年３月末まで
に着手する。巻き線の自動化やマテハン
機器の導入などを進めてコスト競争力を
高め、生産性を３倍に。 （１面）
　

■スズキ、インド工場再開
新人事制度で再発防止

　

　スズキのインド子会社が、閉鎖してい
たマネサール工場を 日に再開する。警
察の協力などで安全確保。契約社員を正
社員として雇用する新人事システムも導
入し、再発を防ぐ。 （６面）
　

■浜名湖電装、ベトナム工場増築
電装品／年産能力 倍

　

　浜名湖電装は、ベトナム工場を年末に
増築する。車載用コイルやセンサー部品
などの電装品を生産。 年に年産能力
を 倍となる 億円分とする。日系メ
ーカー向け。 （６面）
　

■シンガポールのプロ参画
ＮＴＴ―ＡＴ／微細加工技術

　

　ＮＴＴアドバンステクノロジは、シン
ガポール科学技術研究庁材料工業研究所
主催「ナノインプリント産業コンソーシ
アム」のプロジェクトに参画する。微細
加工技術のノウハウを生かす。（９面）
　

■マレーシアで天然ガスコジェネ
エネルギーアドバンスが調査

　

　エネルギーアドバンスは、マレーシア
で天然ガスコジェネレーションシステム
を使ったエネルギーネットワークシステ
ム構築に向け、事業化調査を今月中にも
始める。 （ 面）
　

■埼玉県、ハノイに相談窓口
専属担当者が直接対応

　

　埼玉県は、東南アジアで展開する県内
企業の相談窓口「埼玉県アセアンビジネ
スサポートデスク」をベトナム・ハノイ
市に設置。現地で専属担当者が直接対
応。企業の挑戦を後押し。 （ 面）
　

□８月 日（火）　□
　

■みずほＦＧ、国境越え人事異動
現地採用の外国人

　

　みずほＦＧは、海外の現地法人で採用
した外国人を対象に、国をまたいで配置
転換を行う人事制度を創設する。中国の
現地法人にいる幹部従業員を東南アジア
へ－などの人事異動を実行。 （１面）
　

■ダットサン、現調 ％
日産／各国で仕入れ先選定

　

　日産自動車は、新興国専用「ダットサ
ン」について、部品を現地調達 ％で始
動。現地生産・販売を予定するインドネ
シア、インド、ロシアで取引のあるサプ
ライヤーを中心に選定する。 （１面）
　

■カンボジア進出企業が増加
港湾・工業団地整う

　

　縫製などの労働集約型産業の生産拠点
としてカンボジアに進出する日本企業が
増えている。港湾や工業団地などの製造
業に不可欠なインフラが整う。投資相談
窓口を一本化。 （３面）
　

■富士ゼロックス、ベトナム工場
デジタルカラー複合機など年 万台

　

　富士ゼロックスは、ベトナムで事務機
器の生産を 年 月に始める。 億円
投資。ハイフォンの工業団地に複写機や
デジタルカラー複合機、小型プリンター
を年 万台生産する新工場。 （８面）
　

■ＪＦＥ、製造技術を追加供与
インドＪＳＷ／自動車用鋼板

　

　ＪＦＥスチールは、インド鉄鋼大手Ｊ
ＳＷスチールに自動車用鋼板の製造技術
を追加供与する。 年秋稼働の新鋭ラ
インにも供与。インド市場で伸びる自動
車向けの鋼板需要を獲得する。（ 面）
　

□８月 日（水）　□
　

■岐阜精機、タイで樹脂用金型
東南ア・インドにも供給

　

　岐阜精機工業は、ダイカスト用金型を
生産するタイ工場で樹脂用金型を 月か
ら生産する。ＭＣを日本から移設。金型
はタイだけでなく、他の東南アジア諸国
やインドにも供給する。 （７面）
　

■東海ゴム、タイに新工場
ゴム製部品／日系ＯＡ機器向け

　

　東海ゴム工業は、タイ・ラヨーン県に
ＯＡ機器用ゴム部品の工場を建設する。
年２月稼働。日系ＯＡ機器工場にプ

リンターなどの紙送りローラーと、紙の
汚れを取るブレードを供給。 （８面）
　

■ＡＤＥＫＡ、韓国で増産
半導体用先端材料／スマホ向け３倍

　

　ＡＤＥＫＡは、半導体用途向けなどの
先端材料を増産する。 月に韓国の子会
社でスマートフォン向けの微細半導体メ
モリー用高誘電材料の生産能力を約３倍
に拡大、生産を日本から移管。（ 面）
　

■大田精工、東南ア拠点を再編
日系以外の新規顧客開拓

　

　大田精工は、東南アジアの拠点を再編
する。マレーシアの生産の一部をタイに
移す。東南アジアや中国で日系以外の新
規顧客開拓を加速する。語学が堪能な現
地スタッフを雇う。 （ 面）
　

□８月 日（木）　□
　

■台湾に特殊紙の合弁　
特種東海製紙／相手先にも出資

　

　特種東海製紙は、台湾で特殊機能紙の
合弁会社を 年に設立する。業務提携
を結ぶ中日特種紙廠股 有限公司との合
弁で、資本金は 億円程度。９月末まで
に中日特種紙に ％程度出資。（１面）
　

■三菱重プラテクノ、東南ア重点
射出成形機／中国の代理店２倍

　

　三菱重工プラスチックテクノロジー
は、ベトナムとインドネシア、メキシコ
で射出成形機のサービス体制を拡充する
とともに、中国で 年にも販売代理店
を現在の２倍の４社にする。 （１面）
　

■双日、ベトナム火力発電受注
億円／韓国社と共同

　

　双日は、韓国・大林産業と共同で、ベ
トナム電力公社からベトナム南部のカン
トー市の オモン第１火力発電所２号機
プロジェクトを約 億円で受注した。
発電用容量は 万 。 （３面）
　

■シンガポールでビル開発
三井物産／ビジネスパーク

　

　三井物産は、シンガポール政府系の大
手不動産開発会社・アセンダスと、シン
ガポールのワンノース地区で開発が進む

ビジネスパークでのビル開発事業に日系
企業として初めて参画する。 （３面）
　

■テクノ技研、大型研削盤受注
韓国・光星テックから

　

　テクノ技研は、最大長さ６ のロール
を加工できる大型円筒研削盤を韓国の光
星テックから受注した。光星は現地製紙
会社向けにロール需要が増えたため、同
研削盤を導入する。 （７面）
　

■インフィニティ、韓国ＤＣ活用
シンクライアント導入支援

　

　インフィニティは、韓国ＬＧグループ
の通信会社と共同で、韓国のＤＣを活用
したシンクライアント導入支援サービス
を始める。日韓双方のサーバにデータを
保存できるサービスを提供。 （９面）
　

■日本磁力選鉱、レアメタル回収
パソコン・白物の基板リサイクル

　

　日本磁力選鉱は、今秋をめどにインド
で廃棄されたパソコンと白物家電の基板
リサイクル業務を始める。現地リサイク
ル企業を通じ、月 程度を輸入してレ
アメタルを回収する。 （ 面）
　

□８月 日（金）　□
　

■タイで樹脂コンパウンド３製品
ユニチカ／合計年

　

　ユニチカは、 年からタイでバイオ
マス由来の耐熱ポリアミド樹脂を含む高
機能性樹脂コンパウンド３製品の生産を
順次始める。生産能力を増強し 年に
合計で年 の生産体制。 （ 面）
　

■韓国で液晶駆動ＩＣ用メッキ液
ＴＡＮＡＫＡ／納期短縮

　

　ＴＡＮＡＫＡホールディングスは、液
晶駆動ＩＣ用メッキ液を韓国で生産す
る。ノンシアン金メッキ液を韓国の喜星
金属が生産・供給。現地化で納期を半分
以下の５日間以下に短縮する。（ 面）

ＴＥＬＯＰ

ＣＨＩＮＡ
　

■７月粗鋼生産 ％増
万 （時事 日７面）

　

■中国子会社 万円増資
アドバンテッジリスクマネ（ 日３面）

　

■香港でＦＸ事業
ＧＭＯクリック証券（ 日 面）

　

■印刷インキ用樹脂を増産
荒川化学（ 日 面）

　

■三井住友銀行、重慶に支店
邦銀、市内唯一の支店（ 日 面）

　

■神鋼、蘇州工場が稼働
車用アルミ鍛造部品（ 日 面）

　

■アドバネクス、常州に新工場
精密バネ（ 日６面）

　

■交流サイト大手・人人網と連携
富士フイルム（ 日８面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　伸びるビジネスだ
　「中国の人たちに喜ん
でもらえる緑化ビジネス
をやりたい。おのずと利
益はついてくる」とトヨ
タサントリーミドリエ上

海園芸董事長の塩見良輔さん。洋酒事業
で知り合った富裕層の人に再会、「環境
こそ中国が求めている、伸びるビジネス
だと言われた」。 （ 日 ９面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　速すぎた成長

　「 年からの中国の
成長は速すぎた。この半
分のスピードだったら、
世界はハッピーだった」
と、三井石油開発社長の

日高光雄さん。「エネルギー、食糧、水
問題など解決できていない。だから諸外
国を挑発する」と中国通ならではの視点
で関係を案じる。 （ 日 面）

　

□８月 日（月）　□
　

■大和ハウス、フジタ買収
中国・ベトナムで事業拡大

　

　大和ハウス工業は、中堅ゼネコンのフ
ジタを米ゴールドマン・サックス系投資
会社から 億円で買収する。海外事業
を強化。中国やベトナムで実績のあるフ
ジタの信用力を活用する。 （ 面）
　

■良品計画、中国で直納体制
中国２センター本格稼働

　

　良品計画は、国際的な物流体制を９月
に再編する。中国の華南と上海にあるセ
ンターを本格稼働させる。現地で生産し
た製品を日本を経由せずに直接納入する
体制を構築する。 （ 面）
　

□８月 日（火）　□
　

■鉄鋼、中国に神経とがらす
秋口の動向、世界戦略の試金石

　

　鉄鋼大手が、秋口の中国の動向を凝視
している。 年実績で世界粗鋼生産の
％を占める中国。過剰感が強まった中

国で鉄鋼メーカー群の生産にブレーキ
か、それとも需給の適正化か。（７面）
　

□８月 日（水）　□
　

■疼痛の治療薬、中国企業に譲渡
そーせいグループ

　

　そーせいグループは、豪ニューロディ
スカバリーと共同開発してきた神経障害
性疼痛の治療薬「ＳＤ １８」を、日本
を除く全世界を対象とした事業権を中国
の北京泰徳製薬に譲渡する。 （７面）
　

□８月 日（木）　□
　

■中国の販売拠点 カ所以上
日本トムソン／韓国は市場調査強化

　

　日本トムソンは、現在８カ所ある中国
の販売拠点を 年３月期以降に カ所
以上に拡大する。韓国では市場調査と販
売力と強化するため、代理店の事務所に

社員の駐在も計画している。 （５面）
　

■森ビル、クール・ジャパンＰＲ
アニメや原宿／上海・台湾

　

　森ビルは、上海、台湾で日本文化を発
信する「クール・ジャパン」事業を始め
る。アニメや原宿ファッションなどのＰ
Ｒを通じて、訪日外国人 インバウンド
を拡大。経済産業省から受託。（９面）
　

□８月 日（金）　□
　

■対中投資、７月 ％減
日本の対中投資 ％増

　

　中国商務省は、７月の中国への直接投
資額は ％減の 億 万 と、２カ
月連続でマイナスを記録。うち日本の対
中投資は ％増の 億 万 。円高
で日本企業の対中投資が拡大。（３面）
　

■東急百貨店、武漢で運営
年冬開業／ノウハウ提供

　

　東急百貨店は、武漢市で不動産開発の
ニュービーコン企業グループと提携し、
現地で百貨店を運営。 年冬開業の商
業施設の企画、管理、テナントのリーシ
ングなどノウハウを提供する。（９面）
　

■上海証取、増配を促進
信頼回復策へ新施策

　

　上海証券取引所は、低迷が続く相場へ

の信頼回復策として、上場企業に増配を
促す新たな措置。配当金総額が、株主に
帰属する利益の ％未満だった企業はそ
の情報を開示を義務付け。

（時事 面）
　

□８月 日（月）　□
　

■中国と グリーン物流網
樹脂製パレットに変更を／経産省

　

　経済産業省が、中国政府に対し、物品
を積載・荷役するパレットで、木製を変
更し、複数回利用できる樹脂製にするこ
とを働きかけている。環境負荷が小さい
グリーン物流網 を構築する。（２面）

　

■ヘルニア手術材料を開拓
昭和医科工業

　

　昭和医科工業は、中国と南米で椎間板
ヘルニアなどの手術で骨の結合に用いる
脊椎固定材料の市場を開拓する。中国は
年に市場投入する。両地域は経済成

長とともに医療市場が拡大。 （ 面）
　

■Ｊパワーの石炭火力営業運転
万 ／２号機は 月

　

　Ｊパワーが、三井物産、日本政策投資
銀行と共同出資した中国の火力発電所が
営業運転を始めた。出力 万 の１
号機で 高効率の超々臨界石炭火力 ２号

機 万 も 月運転。 （ 面）
　

□８月 日（火）　□
　

■対中貿易、最大の赤字
上期 億 ／鉄鋼・建機伸びず

　

　１―６月期の日中貿易収支は、日本側
が 億 の貿易赤字だった。上期ベー
スで最大。中国からスマートフォン輸入
が急増。日本から鉄鋼製品や建機伸び悩
んだ。ジェトロがまとめた。 （３面）
　

■ＣＫＤ、中国に生産移管
３次元ハンダ印刷検査機

　

　ＣＫＤは、中国工場で３次元ハンダ印
刷検査機の生産を始めた。愛知県の本社
工場から移管。初年度 台を生産す
る。日系や台湾、欧米など電子部品関連
メーカーが進出、受注が増加。（７面）
　

■新日鉄化学、タイヤ原料製造
電炉用電極材料も／製販子会社

　

　新日鉄化学は、江蘇省で電炉用電極材
料のニードルコークス（年６万 ）と自
動車用タイヤの原料となるカーボンブラ
ック（年５万 ）の製造販売子会社を設
立する。 （ 面）
　

■キヤノンＭＪ、医療機器投入
中国・欧米／全自動分包機・滅菌機

　

　キヤノンマーケティングジャパンは、
医療機器販売で海外に進出する。北米や
欧州、中国などの新興国で滅菌機、全自
動分包機、自動血圧計・体脂肪計を
年をめどに投入していく。 （ 面）
　

□８月 日（水）　□
　

■ニッパツ、特殊鋼の現調強化
バネ製品の原料／中・韓・印

　

　ニッパツは、自動車用バネ製品の原料
を現地調達するため、中国や韓国、イン
ドの特殊鋼メーカーなどと協力体制を構
築する。選定した現地メーカーと特殊鋼
の品質改善、原料を現地調達。（５面）
　

■旭産業、大連に新工場
ＮＣ旋盤用の制御盤／月 台

　

　旭産業は、大連市にＮＣ旋盤用制御盤
を造る新工場を設立する。月産能力
台程度。 月稼働。現地に進出した日系
工作機械メーカーの要請によるもの。現

地生産でコスト競争力。 （６面）
　

□８月 日（木）　□
　

■レアアース輸出 ％増
３万 ／国際情勢に配慮

　

　中国商務省は、 年のレアアース
（希土類）輸出枠を前年比 ％増の３
万 に設定した。輸出枠を増やした
背景には、国際的な批判への配慮がある
とみられる。 （時事 ３面）
　

■中国向け高速医薬品包装機
ＣＫＤ／機能絞り低価格化

　

　ＣＫＤは、中国市場向け高速医薬品包
装機を 年４月に発売する。包装能力
を落とさず機能を絞った。価格は約３割
減の１億円。包装能力は最大で毎分
シート。 （ 面）
　

□８月 日（金）　□
　

■アイシンＡＷ、現調 ％
４速ＡＴ／中国新工場コスト減

　

　アイシンＡＷは、 年に稼働する中
国の自動変速機（ＡＴ）新工場での部品
の現地調達を ％に設定した。同社の海
外工場で最も高水準となる。４速ＡＴの
コスト競争力を高める。 （１面）
　

■ニッケ、中国・タイで直販体制
タイで新工場建設へ

　

　ニッケは、中国とタイで子会社を通じ
産業資材を直接販売する。現在は代理店
経由。中国は工業用バグフィルター、タ
イは自動車用エアバッグの縫製糸など。
タイは新工場建設も視野に。 （１面）
　

■標的型メール、上期 件
中国 ％で最多

　

　防衛や情報通信関連の民間企業などに
送り付けられた標的型メールが 年１
―６月は 件に上った。中国が ％で
最多。成り済ますため、感染に気づくの
が遅れる。警察庁まとめ。 （２面）
　

■中国・タイで生産拡大
アルプスツール／工具類など

　

　アルプスツールは、中国とタイで工作
機械周辺機器とツール 工具類 の生産体
制を増強する。ツールの大連工場でフィ
ーダーも生産。フィーダー工場のタイに
新工場を建設、ツールも生産。（６面）

■知財、中・韓と共同研究
日本知財学会／年内にテーマ

　

　日本知財学会は、中国知識産権研究
会、韓国産業財産権法学会と共同研究を
始める。日中韓合計の国際特許出願はこ
こ数年で欧米を上回る。共同の調査研究
テーマを年内に固める。 （ 面）

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ８月２７日 月曜日 　　


